
（都）福井縦貫線の事業内容について

令和５年２⽉８⽇

福井県 土木部 道路建設課
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計画箇所

（都）福井縦貫線
L=約15.2km

福井市石盛町

福井市江尻町（鯖江市境）

計画区間
L=1.33km

新木田
交差点

福井銀行
花堂支店前
交差点

福井縦貫線は、福井市石盛町を起点として、福井市江尻町（鯖江
市境）までの約１５．２kmの都市計画道路であり、福井市街地を
南北に縦貫し、都市の骨格軸となる幹線道路である。

１．現状の課題

位 置 図
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１．現状の課題

【施設の立地状況】
当計画区間の周辺には、日赤病院や福井南消防署などの

医療・消防施設、みのり・木田小学校、明倫中学校などの
学校施設、ＪＲや福鉄の鉄道駅など、多くの施設が点在し
ている。

【現況交通量】
自動車交通量：28,955台/日（うち大型車：2,639台/日）
自転車交通量：404台/12ｈ
歩行者交通量：156人/12h

※H27交通量調査より［観測地点］花堂北二丁目

●
●

豊小学校

日本赤十字
病院

ＪＲ福井駅

木田小学校
明倫中学校

南福井駅
（JR貨物）■

福井市
南消防署

仁愛女子高校

北陸高校

福井県庁
福井県警福井市役所

福井河川
国道事務所

福井春山
合同庁舎

福井南
警察署

●●

●

●●
■

●
■

●

■ 凡例
●：官公庁
■：消防署・医療施設
●：学校
■：鉄道駅

交通量観測地点
（花堂北二丁目）

計画区間
L=1.33km
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１．現状の課題

【主要渋滞箇所】
区 間：新木田交差点〜花堂跨線橋⻄交差点
交差点：新木田、赤⼗字病院⼊⼝、花堂跨線橋⻄

※ H25.1 国土交通省公表「地域の主要渋滞箇所」より

【人身事故件数】（直近5ヶ年_H28~R2）
人身事故件数：31件
（車×車 24件、車×自転車・歩行者 7件）

※福井県事故発生状況調査より

豊小学校

日本赤十字病院

木田小学校
明倫中学校

ＪＲ貨物
南福井駅

計
画
区
間
L=
1.
33
km

凡例
★：主要渋滞箇所
●：人身事故１件
●：人身事故２件以上

新木田
交差点

みのり団地
入口交差点

赤十字病院
入口交差点

日通入口
交差点

花堂跨線橋⻄
交差点

福井銀行
花堂支店前
交差点

★

★

★
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１．現状の課題

■

■
●

■

●

豊小学校

日本赤十字
病院

JR福井駅

木田小学校
明倫中学校

●
仁愛女子高校

北陸高校●

● 福井県庁
福井県警

福井市役所

●

福井春山
合同庁舎

●

福井南
警察署

福井河川
国道事務所

３車線

４車線

４車線

★：主要渋滞箇所

ＪＲ貨物
南福井駅

福井市
南消防署

●

●

■

ボトルネック

L=1.33km

渋滞長
約3.0km

渋滞長
約2.0km

当計画区間は、前後は４車線で整備されているが、南進
１車線、北進２車線とボトルネックになっていおり、朝夕
の通勤時間帯において、慢性的な交通渋滞が発生している。

歩道については、十分な幅員が確保さていないことから、
歩行者や自転車の通行に支障をきたしている。

課題１

★
★

★ 課題２

歩道幅員狭小
歩行者、自転車の通行に支障

渋滞状況
ボトルネックのため渋滞発生

北
進

南
進

車道幅員狭小
車線幅が狭く、貨物自動車など大型車の走行に支障

北
進

南
進
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１．現状の課題

当計画区間は、緊急輸送道路や重要物流道路に位置付けら
れているが、道路上に設置されている電柱が、台風や地震な
どの災害時に倒壊した場合には、緊急車両等の通行や地域住
⺠等の避難に大きな支障をきたすおそれが高い。

課題３

平成15年９月 台風14号（沖縄県） 平成30年8月 台風21号（千葉県）

■●
■

●

豊小学校

木田小学校
明倫中学校

●
福井河川
国道事務所

ＪＲ貨物
南福井駅

福井市
南消防署■

国
道
8
号

■

■■
済生会
病院

福井市
消防局

福井ＩＣ

福井県庁
福井県警

福井県立
病院

日本赤十字
病院

ＪＲ福井駅

●●福井市役所

■

●

福井南
警察署

計画区間

緊急輸送道路

第１次
第２次

●
■

●

豊小学校

木田小学校
明倫中学校

●
福井河川
国道事務所

ＪＲ貨物
南福井駅

福井市
南消防署■

国
道
8
号

■

■■
済生会
病院

福井市
消防局

福井ＩＣ

福井県庁
福井県警

福井県立
病院

日本赤十字
病院

ＪＲ福井駅

福井市役所

■

●

福井南
警察署

■

●●

重要物流道路

計画区間

重要物流道路
代替・補完路

無電柱化整備済み

無電柱化整備中
（R4年度完成）
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２．事業内容

〇⾞道の４⾞線化と右折レーン設置

〇歩道の整備

〇無電柱化

・車道の４車線化、主要交差点で右折レーン設置、および
規格（※）に応じた幅員を確保する。

※道路区分：第4種 第１級（都市部、計画交通量10,000台/日以上）

・自転車歩行者道として必要な幅員を確保するとともに、
バリアフリー化を図る。

・道路上の電柱を撤去し、無電柱化とする。

【整備方針】

【社会的影響】
〇補償対象物件（両側）︓約１５０件

【計画内容】

〇計画延⻑ １，３３ｋｍ
〇道路幅員 ２５．０ｍ（車道１６．０ｍ）４車線

IP-3

IP-2
IP-1

みのり一丁目

みのり二丁目

みのり一丁目

月見二丁目

月見一丁目

秋
葉
神
社

み
の
り
歩
道
橋

IP-3

IP-2
IP-1

新木田

交差点

交差点

赤十字病院
入口交差点

花堂跨線橋西

福井市

福井銀行
花堂支店前

交差点

みのり団地

入口交差点

日通入口交差点

みのり二丁目

一
般
県
道
東
郷
・
福
井
線

主
要
地
方
道

福
井
・
朝
日
・
武
生
線

市
道
福
井
清
水
線

市
道
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部

1
-
7
7
号
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南
部

1
-
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9
号

線

南
部

1
-
8
5
号

線

南
部

1
-
9
0
号

線

南
部

1
-
9
1
号

線

南
部

1
-
9
8
号

線

南
部

1
-
1
0
2
号

線

南
部

1
-
2
0
3
号

線

南
部

1
-
2
0
0
号

線

南
部

1
-
1
1
1
号

線

南
部

1
-
2
0
1
号

線

南
部
1-52号

線

南
部

1
-
5
5
号

線

南
部

1
-
2
7
号

線

南部1-5
1号

線

南
部

1
-
7
4
号

線

南部1-51号線

南
部

1
-
5
7
2
号

線

南
部

1
-
7
3
号

線

3.4.1福井縦貫線

福
井
新
停
車
場
線

日本生命

木田ビル
福井信用金庫

木田支店

世
直
神
社

福邦銀行
福井橋南出張所

排
出
ガ
ス
観
測
局

家具の
ふるの

つきみ旅館 福井通運

福井花堂
郵便局

福井銀行
花堂支店

福井通運
倉庫

至 福井駅 至 鯖江市L=1.33km

豊
小
学
校

Ｊ
Ｒ
貨
物
南
福
井
駅

福
井
赤
十
字
病
院
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【道路の構造】「道路構造令より」

項目 基準［道路構造令］ 計画

道路区分 第４種 第１級 第４種 第１級
※計画交通量：36,500台/日（R12年度予測）

車線数 設計基準交通量：12,000台/日以下：2車線
設計基準交通量：12,000台/日超え：4車線以上 4車線

車道幅員 一般部：3.25ｍ
交差点部：3.0m

一般部：3.25ｍ
交差点部：3.0m

中央帯 車線数が4以上の道路で安全かつ円滑な交通を確保する必要があ
る場合に設置

２m
※沿道建物等へ乗⼊れする右折車の一時停止スペースとしての利用も考慮

路肩 0.5ｍ 0.5ｍ

自転車歩行者道幅員 歩行者が多い場合（500人以上）：4m
その他の場合：3m

3ｍ
※歩行者：156人、自転車404台_H27交通量調査より

植樹帯（路上施設帯） 1.5ｍ
1.5ｍ

※無電柱化に伴う地上機器、車両防護柵、照明柱、信号機などの道路施設の設置、バス停留所や
大雪時の堆雪帯、街路樹など多目的スペースとして利用

２．事業内容

道路を設計する際の基準

9

地方部 都市部

高速自動車道及び自動車専用道路 第１種 第２種

その他の道路 第３種 第４種

10,000以上 4,000〜10,000 500〜4,000 500未満

一般国道 第１級 第２級

都道府県道 第１級 第２級 第３級

市町村道 第１級 第２級 第３級 第４級

●「道路の存する地域」と「道路の種類」による区分 ●「計画交通量」と「道路の種類」による区分
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３．事業効果

効果① 交通渋滞の緩和

・車道の４車線化や主要交差点における右折レーン
設置により、主要渋滞箇所（３箇所）が解消し、
交通渋滞が緩和されることにより、安全で円滑な
交通が確保される。

効果② ⼈流・物流の機能強化による産業振興の促進

物流拠点（JR貨物南福井駅）の機能強化

53 55 58 60 67
52 60

65 66 69 68
69

60
61

118 121 127 128
136

112
121

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

南福井駅 コンテナ貨物取扱量（年度）

発送ﾄﾝ数 到着ﾄﾝ数 合 計

単位:千トン

・新型コロナウイルスの影響により2020年度は取扱量減少

・E&S方式採用後の2021年度は取扱量回復、今後増加見込み

増加の見込み

E&S方式（着発線荷役方式）の導入により
受け渡しまでの時間を大幅に短縮（最大70分程度）

効果③ 安全・安心な歩道空間の確保

効果④ 災害時の救急・避難、輸送ルートの確保

渋滞状況
ボトルネックのため渋滞発生

北
進

南
進

車道幅員狭小
車線幅が狭く、貨物自動車など大型車の走行に支障

北
進

南
進

・福井市の中心市街地や物流拠点とのアクセスが
向上し、人流・物流の機能が強化されることに
より、地域経済の活性化や住⺠生活の利便性の
向上などに寄与する。
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３．事業効果

効果③ 安全・安心な歩道空間の確保

・歩道の整備により、歩行者や自転車等のすれ
違いに必要な幅員を確保するとともに、バリ
アフリー化とすることで、安全で安心な歩道
空間が確保される。

効果④ 災害時の救急・避難、輸送ルートの確保

・道路上の電柱を撤去し、無電柱化とすること
により、災害時の緊急輸送等を円滑かつ確実
に実施できるとともに、⻑期停電や通信障害
の防止が図られる。

歩道幅員狭小
歩行者、自転車の通行に支障

【整備前】

イメージ
福井市中央郵便局付近

【整備後】

平成15年9月 台風14号（沖縄県）

電柱倒壊状況
緊急車両等や地域住⺠等の避難に支障

イメージ
福井縦貫線（福井市⽑⽮〜⻄⽊⽥）

【整備前】 【整備後】



3000
車線

3000
車線

3000
車線

3000
車線

500
路肩

500
路肩

16000

3000
車線

(右折)

25000

1500
路上

施設帯

1500
路上

施設帯

3000
自転車歩行者道

4500

3000
自転車歩行者道

4500
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３．事業効果
No 項目 整備前 整備後

1 車線数 ３車線
（南進１車線、北進２車線） ４車線

2 車線幅員 2.75ｍ（最狭部） 3.25m

3 右折レーン設置
交差点

0箇所
※全６箇所（基準不適合） ６箇所

4 中央帯 − 2.0m

5 走行速度 約20km/h 約30km/h

6 交通容量 約27,000台/日
（混雑度1.07）

約37,000台/日
（混雑度0.98）

7 自転車歩行者道
幅員 1.8ｍ（最狭部） 3.0ｍ

8 バスベイ
（バス停留所）

0箇所
※バス停留所 10箇所（両側） 10箇所（両側）

9 電柱 90本（両側） −

1500
路上

施設帯

500
路肩

3250
車線

3250
車線

2000
中央帯

3250
車線

500
路肩

1500
路上

施設帯

3000
自転車歩行者道

3250
車線

25000

4500 16000 4500

3000
自転車歩行者道

600
路肩

3800
(直進)

2750
車線

(直進)

14800

2300
歩道

2300
歩道

10200

3050
車線

(直進)

現
都
決
ラ
イ
ン

現
都
決
ラ
イ
ン

20000

（南行き一車線） （北行き二車線）

整備前［最狭部］

整備後［一般部］

整備後［交差点部］
＜イメージ＞ 城の橋通り バスベイ



３．事業効果

〇趣旨
・道路事業の効率的かつ効果的な遂行のため、社会・経済的な側面から事業の妥当性を評価するものである。

〇基本的な考え方
・ある年次を基準年とし、道路整備が行われる場合、行われない場合について、一定期間の便益額（B）、費用額（C）を算定し、分析、評価を行うものである。
・道路の整備に伴う効果は多岐多様に存在するため、それらの効果のうち、現時点における見地により、⼗分な精度で金銭的表現が可能である、「走行時間短縮」、
「走行経費減少」、「交通事故減少」の項目について、便益を算出する。

※「費用便益分析マニュアル（令和4年2月 国土交通省 道路局 都市局）」に基づく

１．算出条件
評価対象路線 （都）福井縦貫線、（都）豊島木田線※

評価基準年次（評価時点） 令和 4年度
費用便益検討期間 50年

２．費用
事業費 維持管理費 合計

対象費用 125.1億円※ 4.1億円 129.2億円
基準年次における
現在価値（C） 92.3億円 1.0億円 93.2億円

※ 福井縦貫線の整備により、豊島木田線（木田橋通り）の自動車交通の一部が転換されると
想定し、この副次的効果も加味する

※ 事業費の単純合計125.1億円は、全体事業費から消費税相当額、事務費および費用便益評価
対象外の無電柱化工事費を控除した額である

３．便益
走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益 合計

対象便益 509.3億円 25.0億円 11.9億円 546.2億円
基準年次における
現在価値（B） 128.8億円 6.4億円 3.0億円 138.2億円

Ｂ／Ｃ 138.2 ／ 93.2 1.5

４．費用便益比

費⽤便益⽐（Ｂ／Ｃ）

以上のことから、早期整備が必要である 13


